
1

確かな学力の定着と主体的学
習態度を育成する教育の推進
〇自ら主体的に学習に取り組む
　 生徒の育成
〇個に応じた指導と互いに学び
    合う授業展開の確立
〇学ぶ喜びのある授業づくりと、
　 確かな学力の定着につながる
   授業改善
〇指導と評価の一体化

2

自ら考え・判断・表現する力を
育成する教育の推進
〇生徒が主体的に活動に取り組
    むための組織づくり
〇キャリア在り方生き方教育の推
   進
〇人権尊重教育を基盤とした教
   育活動の推進

3

健やかな心身の育成する健康・
安全教育の推進
〇心身ともに健やかに生活でき
　る力の育成
〇個に応じた適切な教育教育
　相談の充実
〇一人一人を大切にする支援
　教育の推進

4

多様な出会いを大切にし共に
学ぼうとする教育の推進
〇家庭・地域から信頼される
　学校づくり
〇学校の取組の積極的な情報
　 公開
〇小学校、高等学校、家庭、地
　 域との連携
〇学校評価の充実

5

働き方改革の推進

学 校 関 係 者 の評 価 学校運営のまとめ

・行事等を通して、子どもたちが様々な経験を積むことで自信をもって発言・行動をするような
　成長に繋がっている。
・入学した１年生が自信を失わないよう、出身小別の人数が大きく異なる事情にも配慮した教
　育活動を続けてほしい。
・子どもたちは不安や、ストレスを抱いており、学校と家庭、地域で連携を図って見守っていく
　必要がある。
・これからも外部の人材などを活用して、広い視野で世界と繋がれるような取り組みが必要。
　地域と繋がる機会を多くつくって欲しい。

　生徒達は落ち着いた学校生活を送り、学習や行事においても意欲的な取り組みが見られました。多くの生徒がどの項目にも肯定
的な回答をしています。しかし、不安を抱いている生徒やアンケートの各設問に対して低い評価で回答している生徒も一定数いま
す。個々の生徒に対応した支援をしていくために、教職員が支援教育についての学びを深め、スタディールームの運営の見直し・
教育相談の充実・外部機関との連携を密に行う等に取り組んでいきます。
　今後も教員の指導力を高め、教科・学習指導はもとより、心の教育、支援教育、キャリア在り方生き方教育など、現在求められてい
る教育課題に対しての取り組みを充実させていきたいと考えます。そして、教職員自らが生徒に対して思いやりの心を持ち、生徒と
の信頼関係を構築できるように取り組むと同時に、生徒を主体とした諸活動を推進していきます。

・校務分掌の精選や会議の見直しを図り、業務改善を図る。 ・時程の変更や会議の開催方法の工夫を行い、教職員のゆと
　りが増えた。

・次年度も、教育課程の見直しや業務内容の精選、会議の見直
　しを図り時間外勤務の短縮を目指す。

〇支援教育の充実を図る
　・支援教育コーディネーターを中心とした校内支援体制
    の充実
　・一人一人の生き生きとした生活につながる教育相談の
　 実践
〇健康・安全教育の推進
　・心肺蘇生法研修
  ・性に関わる講演会
  ・ＣＡＰ研修
　・活動方針に沿った部活動の運営
〇危機管理体制の見直しと改善
　・避難訓練の見直しと改善

・「いじめや仲間はずれになる心配はない」と思う生徒の割合
　は８５%で、昨年度より１４ポイントと大きく向上した。しかし、
　不安を抱く生徒が一定数いる。さらに、生徒が主体となって
　取り組み達成感を得られる学校行事を目指すと共に、豊か
　な心を育てる教育の推進が必要である
・「先生は適切に、生徒の相談に応じている」は８２％の生徒が
　肯定的な回答をしている。同じ小学校から入学する仲間の少
　ない生徒の「少数派」意識が、１年生の時点で消えていない
　可能性がある。
・生徒の支援について組織的に共通理解を図り、に個々の生
　徒についての支援を行うことができた。さらに、授業等におい
　て教員が適切な対応や支援を行えるよう研修が必要である。
・学習室対応の支援体制を改善し、他の教職員等と連携を図
　りやすくなった。教員の配置は厳しい状況だが、継続してい
　きたい。
・「健康・安全に注意している」と思う生徒の割合は９１％と肯定
　的な回答だった。自分の健康は自分自身で守っていくことが
　大切だという意識を継続して育てる必要がある。

・教育相談をはじめ、日頃から生徒の様子に「気づき」、適切な声掛
　けや働き方ができるよう、職員研修を行う。
・今後も人間関係に起因する問題に対して未然防止・早期対応に
　組織として取り組んでいく必要がある。
・スクールカウンセラーや巡回相談員等の専門職や外部機関との連
　携を強化して、個々のニーズに合った支援の充実を図る。
・校内での研修等を実施して支援のニーズがある生徒を配慮した
　学級指導や教科指導の在り方について理解を深め、支援の充
　実を図る。
・社会の変化を視野に入れた指導を継続する。また、生徒の実態に
　合った計画的な指導となるよう工夫する。

○地域から信頼され、生徒が意欲をもって学べる学校づく
　　りを推進する
　・地域の教育力を生かした活動の充実
　・学校掲示板・ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞの充実
　・PTA.地域と連携して行う校内環境整備活動、
○家庭・地域と連携した教育活動の推進
　・学校公開日の定期的な実施
　・保護者の学校行事への参加を促進するような取組
○小中連携教育の強化・推進
　・小中連携教育協議会の開催
　・学区内小学校との情報交換並びに合同研修会の実施
　・学区内小学校児童の部活動・授業の体験の実施

・学校掲示板やホームページにおいては計画通りに掲示・更
　新した。
・保護者アンケートから「学校は学校だより、学年通信やお知
　らせなどで学校からの連絡や情報の発信を行っている」に対
　して9４％が肯定的な回答をしている。
・保護者アンケートから「学校は授業参観や保護者会など出席
　できる機会を多く設定している」に対し９３％が肯定的な回答
　であった。
・合同研修会や体験活動を計画通り実施し、小中での情報共
　有等を行うことができた。
・小中連携教育の在り方について検証し効果的な支援につな
　げる必要がある。

・学校だよりの計画的な発行、ホームページの定期的な更新、学
　校掲示板等をとおして地域・保護者への情報発信に努める。
・学校、地域、家庭の三者における関わりを深めるための情報発
　信や生徒の意識向上に向けた取組みの推進を図る。
・より多くの保護者、地域の方に学校の様子を理解してもらえるよ
　うな機会を多く設定していく
・小中学校における適切な支援の在り方について検証していく。
・小中合同の職員研修の開催を通して児童生徒への継続した支
　援に対する共通理解を深める。

〇「主体的・対話的で深い学び」を視点とした指導方法の
　　工夫改善及び教師の授業力向上を目指した授業研究
　　の実践
　・学習部を中心とした研修の実施
　・学校全体でさまざまな授業を見学し意見交流するなど、
　　職員が学び合える場の設定
  ・共通のねらいを明確にした授業研究会の実施
  ・学習規律の維持と学習環境の整備
○年間指導計画に基づいた学習評価の研究
　・適切な評価につなげる学習評価の場面や方法等の工
　　夫改善

・「授業はわかりやすかった」は９０％、「前向きに学習に取組ん
　だ」は８９％の生徒が肯定的な回答をしている。学年が上がる
　につれて数値が高くなっている。１年生でできるだけ早く学習
　が軌道に乗るような指導が必要である。
・講師を招いての職員研修等を計画に沿って実施できた。
・各教科において学び合いを意識した授業展開に努めた。主
　体的、対話的な活動から深い学びにつなげるため取組の構
　築を、さらに図る必要がある。
・教科主任会、校内研修、教科打ち合わせを通して、評価評定
　の妥当性について共通理解を図った。

・授業力向上に向けての取組みを継続し、課題を明確化して教員
　の意識及び授業力向上を目指した研修を行う。
・GIGA端末の有効活用を図り、課題の解決を目指した主体的な学
　習や、自分の考えを深めたり広げたりできるような活動の充実に
　努める
・各教科ごとの打合せおよび学び合いの機会をつくり、教科目標
　の達成や指導と評価の一体化を図る。
・学習指導要領に対応した評価について、評価評定への総括方
　法について研修を外部講師を招いての研修や、職員間で具体
　例を生かした研修を継続する。

〇生徒会活動を中心としたリーダーづくりの推進
  ・リーダーの育成と生徒が主体となる行事運営の推進
  ・生徒集会の定期的な実施
  ・生徒が主体的に考える学校のルールづくり
　〇キャリア在り方生き方教育の推進
　・社会貢献や生きがいにつながるようSDGsをテーマの主
　　軸とした実践
〇よりよい人間関係づくりを目指した教育の推進
  ・人権教育や共生＊教育プログラムを活用したいじめのな
　 い人間関係づくりの推進

・「学校行事や委員会・部活動において積極的に協力して取り
　組んだ」は８９％の生徒が肯定的な回答をしている。リーダー
　を中心とした意欲的に生徒が活動できる場を設定できた。
・９５％の生徒が他者を思いやり認め合う気持ちをもって接して
　いると回答していることから、よりよい人間関係を構築して集
　団での活動にも散り組んでいると考えます。
・「学活や道徳、総合的な学習の時間を通して自分自身を見
　つめたり、将来の生き方や夢について学んだ」とする肯定
　的な回答をした生徒の割合は８８％で、発達段階に合わせ
　て計画的にキャリア在り方生き方教育の実践を図ることがで
　きた。

・生徒が主体の活動となるよう、リーダーの育成や行事等の企画
　運営の推進、生徒への支援を引き続き行う。
・行事等の意義や目的を再確認して、育成したい能力を明確にし
　ていく。
・日常の学校生活において学校生活の中個々の自己肯定感を高
　められる機会をより多く生み出して、自分の考えを表出できる生
　徒の育成に努める。
・人権意識の高揚を促す啓発運動と取組を継続していく。
・総合的な学習の時間等において、計画的にキャリア在り方教育を
　実践することができた。今後も、体験的な活動を取り入れたキャリ
　ア在り方教育の充実を図り、体験活動から探究的な学びにつな
　がるような取り組みを行っていく必要がある。自己肯定感・自己
　有用感が高まり将来の展望を描くことができる生徒の育成を目指
　したい。

学 校 教 育 目 標 今年度の重点目標

知・徳・体の調和のとれた人間の形成をめざす
○自主的に学び、真理の追究をめざす人
○豊かな心を持ち、望ましい人間関係を築くことができる人
○明朗で健康な生活を営むことのできる人

共に　学び合い　支え合い　高め合う　学校　をめざして
１　確かな学力の定着と主体的学習態度を育成する教育の推進
２　自ら考え・判断・表現する力を育成する教育の推進
３　健やかな心身の育成する健康・安全教育の推進
４　多様な出会いを大切にし共に学ぼうとする教育の推進

評 価 項 目 具 体 的 な 取 組 成 果 と 課 題 具 体 的 な 改 善 策

学校番号 学　校　名 校　長　名
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